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導
入
の
き
っ
か
け
は
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
の
改
正
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全
社
で
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
、
電
力
使
用
量
を
調
査

し
た
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チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
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お
度
C
以
下
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管
理
す
る
た
め

夏
場
は
冷
房
を
よ
く
使
い
、
電

力
使
用
量
が
多
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と
認
識
し
て
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卜湯せんチョコレー

チョコレー卜溶解工程に
導入したヒートポンプ
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が
常
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稼
働
し
消
費
電
力
が
多

く
な
っ
て
い
た
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電
気
ヒ
ー
タ
ー
が
導
入
後
初

年
経
て
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
を

検
討
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熱
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熱
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工
期
も
最
小
限
で
済
ん
だ
。
ま

た
「
中
部
電
と
東
芝
キ
ャ
リ
ア

が
シ
ス
テ
ム
提
案
だ
け
で
な

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
光
熱
費
半
減

い
た
。
し
か
し
調
査
の
結
果
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と
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分
か
っ
た
。

消
費
電
力
が
多
か
っ
た
の
は

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
原
料
の
溶
解
工

程
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
原
料
は
初

度
C
を
下
回
る
と
固
ま
っ
て
し

ま
う
。
流
動
性
を
保
つ
に
は
、

原
料
の
入
っ
た
二
重
蓋
を
温
め

る
温
水
タ
ン
ク
の
水
を
訪
問

度
C
に
保
つ
必
要
が
あ
る
。

平
日
の
昼
間
は
ボ
イ
ラ
を
使

う
が
、
工
場
が
無
人
と
な
る
夜

間
と
休
日
は
安
全
や
ブ
ロ
ア
I

稼
働
に
よ
る
騒
音
を
考
慮
し
て

電
気
ヒ
ー
タ
ー
で
加
温
。
出
力

弘
取
締
役
生
産
本
部
長
）
と
、
中

部
電
力
に
相
談
し
た
。
中
部
電

の
導
入
シ
ス
テ
ム
案
に
よ
る
と

「
3
1
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は
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ぐ
に
光
熱
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を
削
減
で
き
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と
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か
っ
た
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（
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）
た
め
ヒ
I
ト
ポ

ン
プ
の
導
入
を
決
め
た
。

導
入
時
の
工
事
は
温
水
タ
ン

ク
の
配
管
施
工
だ
切
と
費
用
も

く
、
電
力
使
用
量
の
デ
ー
タ
収

集
や
保
守
方
法
の
情
報
提
供
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
」

〈
谷
口
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ー
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）
と
し
、
導

入
時
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な

か
っ
た
と
振
り
返
る
。

導
入
し
た
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
I
制

御
で
放
熱
具
合
に
合
わ
せ
て
き

め
細
か
く
加
温
す
る
。
さ
ら
に

温
水
を
捨
て
ず
に
循
環
さ
せ
る

た
め
熱
を
保
持
で
き
、
電
力
量

も
抑
え
ら
れ
る
。
ボ
イ
ラ
と
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気
ヒ
ー
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ー
を
組
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わ
せ
た
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来
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ス
テ
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べ
光
熱
費
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間
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円
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せ
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。

ロ
年
2
月
に
は
本
社
工
場

〈
名
古
屋
市
西
区
）
で
も
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
を
稼
働
す
る
。
「
省

エ
ネ
に
有
効
な
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

を
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
た

い
」
〈
村
松
取
締
役
）
と
他
工

場
で
の
導
入
も
視
野
に
入
れ

る
。
（
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